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は じ め に  

昨今，中央教育審議会答申匠よる「高等教育の改革に関する基本構想」匿おいて・  

大学の保健体育科目は従来の正課必修単位制定から，「弾力的制度」す夜わち保健  

体育科目を正課必修托する，しないは各大学の自由裁量好まかし，それにひきかえ  

「課外体育活動の充実」かよび「全学生に対する健康管理の徹底」と言うた方向が  

示唆された。この様恵方向は，暗匠大学の保健体育を大学教育の場から追い出して  

しまうことを意味すると，大学体育担当者の一人である私は考える。今回幸いにし  

て，大学保健体育の必要性について，意見を述べる機会を得たの、や，若干め資料を  

もっで一言述べさせて頂く。   

【大学保健体育の必要性   

戦後発足した新制大学の重要を特徴は，一般教育の導入であった。これは旧制   

大学の尋問教育∵辺倒め反省の上搾，尋問教育を他の諸科学との速けいの上にお   

いて行ない，視野の広い「人間形成」を目的とするものであった。大学の保健体   

育科目も上記の姿勢の上に立ち，生命在続の基礎である身心の向上を目指す教育   

として一般教育の・一・科目として採少入れられたのである0   

大学保健体育の必要性は上述の理念よ少必要欠くべからざる事であることは明   

らかである。然しこれだけでは表現が抽象的すぎて，すっき少とし凌い0 よって   

これから具体的に大学保健体育の必要性について述べる0  

（1）身体∂発育．発達面よ力  

戦後背少年の体格の発達ぷ少には目をみはるものがあり．「発育の加速現象」  

という新語が生みだされる程である。この現象中原因として．栄巷説，時代的  

夜もの等様々宏諸説がと左えられているが，現在定まった詞はない0然しなが  

ら体格が良くなって来ていることは事実、である。表－【は昭和36年慶厚生省  
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国民栄養調査托よる体位表である。  

表－【昭和36年慶厚生省国民栄養調査による体位表  

身  長   仰  体  重（極）  
年 毎  

（男）   （女）   （男）   （女）   

15 87   151．8   4 90 0   47．、6 6   

16   16 2“0   151．8   5、2小7 4   48．5 6   

16 2．9   15 24   5 43 6   4 95 8   

162．6   15 2．7   5 4．9 8   5 0．6 6   

16 3．5   15 2L4   5 5．80   5026  

表－tから明∈－かの様に男子は15才～19才匠到る年令にかいて身長三体重  

共年令が増えると共にその値は増加している。又女子も同様である0   

現在形体面の発育について男子20才，女子18才の年令拓かいて，発育が完  

成すると言われている。大学の就学年令は大体18才～19才であるが，この年／  

令期勝一1から明らかの様に発育途上にあると見てよレkすなわち発育途上にあ  

る身体に，適切宏る運動刺激を与えることは，よカサぐれた生命存続のもとであ  

る身体の完成を意味サるものであ昂。次陀体力面陀つぃて考えてみる0現在青少  

年の体格は非常灯立派宏ものであるれ機能的宏測乱す夜わち体力は，非常に  

劣っているという批判がある。表一札は昭和42年皮文部省調査托よる所の体力  

診断テストの総合点である。この体力診断テストは，垂直眺，握力，反復横跳び，  

体前屈，後屈による柔軟性，および踏台昇降テストの六種目忙渡って行夜われ，  

評価は，各種目の総合点によカA｝Eの段階に年令別に行なわれる0  

表－一服から明らかの様に男子では17才，女子では17才～19才をピー・クに  

年令が増加するにつれ借は滅少している。この傾向は体格の伸びと相反するも  

のである。この原因陀ついては次の事があげられよう。男女共17才｝18才  

の時期は丁度受験期あたれ身体活動の時間的減少と，身体活動に対する意欲  

の減退等によ少，自然と運動の場から離れてしまい体力の減退に結びついたの  
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表一皿  

体力診断テストの総合点（文部省S，42）  

年令  男  子   女   

16   2311峠J   2 3   

17   2 39   2 3   

2 37  

2 3 6   

2 36   2 3   

2 32  2 2   

2 31   21   

2 3   2 2′′9   21・   

2 30   21．   

2 2 8   21   

26   2 27   21   

であろう。こう言った体力の低下の歯止と維持増進に大学保健体育が貢献する度合は  

非常に大きいものである。  

（2）人間形成としての保健体育  

教育の究極的目標を「人間形風」と言った言葉でよく表現する。又「人間形風」   

を視野の広h「人間形成」とか視野の狭い「人間形成」と言った二つの修飾語でも   

って表現される。もちろん教育が目的とする「人間形成」は広範孜胡野を有する   

「人間形成」すなわち全人的宏人間を目指していることは自明のことである。では   

全人的な人間とは－・体どの横貴人間性を指すのであろうか？このことについて－・つ   

の典型をペスタロッテの説にみることかできる。ペスタロツチは彼の「白鳥の歌」   

の中で人間性の基本を精神力，心情力，技術力の三つに分けている。又これを3H   

す恋わちH e ad，H e a工・も，H andともよんだ。He adは頭，す夜わち知   

的をはたトきであれ H ear■tは心情を，そしでHan dはそれらを動かナ働き   

手としてのi‾からだ」であカ技術である。これらが総合的に展開されている人こそ，  
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まさ匠調和的人格であれ教育の目的とする「人間形成」であると言える。現在の   

大学のカリキニLウム托おいて，専門教育科目，一麒教育科計上外国語科目，保健体   

育科目があげられるが，ベスタロツチの3Hの説陀あてはめれば，専門教育科目，   

血般教育科目，それに外国語科目の・それぞれは二，知的を働らきを夜すH e ad把あ   

た少，互ぃの教育科目が有機的忙結びついて，調和と統一・のとれた学門体系を形成   

していると考えトれる。ヌ＝保健体育科冒はH e a r・t，H anユ特にHa ndにあ   

たる「からだ＿】の教育として他の教育科目と封互い暦作用し合い，調和と統】・のと   

れた全人的濠「人間形成」を作少あげて行くものである。  

以月1），ほ）に為▲いて保健体育の教育としての機能の…・部を述べたが，次には体育   

教育の行孜われるべき「場」把ついて述べる。  

（3）保健体育科教育の場  

現在保健体育教育の場は，学校の授業の場においてなされる学校体育，課外体育   

括勧にかいて孜される競技的な才一旨向を持つスポーツ，それ把匡，地方公共団体のイ   

ニシアチブによる所の社全体育がある。これらの対象者は主として前記の二者は，   

児童，生徒，学生の学校教育を受ている者て，後者は地域住民の…L般の人と考えて   

よい。全てこれらの場は広義の意味で保健体育の教育をほどこしていると考えられ   

るが，教育といった意味，すをわち我々が主額的宏立場に立脚して教育を考えた場   

合そ・れは知的にも体育的把も一す桑わち身し共に調和統一のとれた「人間形成」を計指す   

所に．教育としての其の意味があるのではなかろうか？こう考えてみると，教育の   

一環として体育を施すためには．学校に射いて保健体育を行なうと考えるのは妥当   

性のある所である。   

又私は現在の課外体育活動（＝寮技的スポーツクラブ）は将来，学校外の「吸」   

すなわち社会体育の中に組込まれるのが正しい道であると考える。この根拠はどこ把   

あるかと言えば．過去の歴史的な反省の上に立った時考えられることである。とい   

うのは，現在の課外体育活動はその頂点をオリンピックの出場選手あるいはこのビ   

ックゲーム忙わレ咤優秀夜成統一を残す選手街当てる－′肇逆鞘ヒ柊その主眼点がおかれ，ただ   

勝っことのみに奔走した指導による体育本来の目的がゆがめられた教育と浸ってぉ   

りそ・のため其の学校体育の削旨す目的である全人的人間形成をゆがめる結果となっ   

ている0又体育はそのノく－フオ・－マンスにぉいて個々人の素質搾よる所が大きく，、  
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他の知能教科とは大きく個人差の開くものである。よって体育に封いては素餐に   

めぐまれた者に対しては，其のスポーツを行なう「道．」すをわち廃っことだけで   

なく，スボ仙ツを通しての「人間形成」と言った体育教育の目指す目的をしっか   

ゎと教育し．又反面素質の夜い者に対しては学校体育忙よって適切を指導によカ   

生命存続の基盤である身体の状態の維持増進を引力，調和統一Lのとれた「入間形   

成」を目指すことである。  

神 大学に正課必修単位■として保健体育が位置づけられる根拠  

最近答申のあった中央教育審議会答申陀よる「高等教育の改革に関サる基本構   

想」に封いて，大学の保睡体育科目を正課必修搾するかどうかば各大学の自由裁   

量に・まかせると言った「弾力的制度」が打ちだ、され．反面において「課外体育治   

効の充実」と「全学生托対する健康管理の徹底」と言ったことが示唆された。後   

者の健康管理云々は別としても，正課必修に対する弾力的な取扱いと，「課外体   

育宿動の充象」と言った方向は：と力も宏かきず大学保健体育の授業面での弱体化   

を意味し，課外体育活動や体育を更にスポーツ化した一部学生のためのものとし，   

素質にめぐまれ凌い弱身の学生にとっては身体括勒す宏わち体育を想ぃ去ってし   

まうものセある。この様夜番は教育の理念である知能，身通辞打調和のとれた「‾   

人間形成」と言った目的をゆがめると同時陀．大学の理念である専門教育と－・般   

教育の有機的なむすびつきをもくずし，総合的夜学間研究，教育を根不的陀くず   

してしまう恐れがある0次陀現実面よ少大学保健体育が正課必修制定として必要   

てあるという理由を不学学生の一般体育に関するアンケート結果よ夢分析してみ   

たい。この■アンケートは全国保健体育協議会立案托よるものである。   

『大学保健体育が正課必修として一輝に履雷すべきかどうか？』  

a 現行通れ正課必修として卒業の条件とする。305夢（王01名／／331名）  

b 卒業の要件とはしないで．選択科目としてカリキ・ユ・ラムの中におく0  

43小8珍（145名／331名）  

c 科目としてカリキュラムの中搾はかかず，課外の体育括動として，その  

指導によ少充突をはかる。  

5い4弱（18名／331名）  

d 大学は必要な体育施設と用具のみを準備し，実際の体育活動は学生の自  
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主性にまかせる。  

17．5＠（58名／331名）  

e そ・の 他  

27帝（）   
以上a′－／eの学生回答を分析サれば次の様陀をると思われる。a：ら－よびb把封い  

ては「大学保健体育をカリキ．ユラムの中にかいて行充うべき回答を指向しているが，  

そのパーセソテェイヂは：a，bの双方の和忙かいて843喀と殆ん～診学生が大学保  

健体育を大学のカリキュラムの中にかいて実施すべきであると考えているものと解  

釈してよい。以上の様に学生自身は二大学保健体育を大学カリキ．ユラムの中把於ぃて  

実施することを前碇とした回答をしたがaとbとはそ・の間のニユ■アンスか非常に異  

宏るものである。す夜わちaは現行通りの正課単位必修の方向を指しているもので  

あるが，bはヰ教審答申の示唆托よる所の「弾力的鯛優」の指向を指してぃる。  

a把対する学生の回答パーセンテェイヂは305肇，bのそれは43．8喀と後者の  

回答パー・センチェイヂは約半数に近い回答を行浸ってぃる。大学の現在の授業選択  

の形からすれば，当然のことと考えトれる。然し夜がト保健体育科目の選択は他の  

諸教科の選択と異を少，もし保健体育科目を選択制とした充らば，これを履習する  

学生は非常に減少してしまう結果に怒ると危具される。そ・の理由としては次の様夜  

番柄から察知し得る。そ・れはdの間として保健体育科目が卒業の条件で孜く浸った  

時．それを履習するかどうかという問が奉げられているれその答えとして履習す  

ると答えた学生は全体の22．9珍（78名／340名），履習し浸いと答えた学生  

は52．99あ（181名．／340名）わか打ないと答えた学生が238肇  

（81名／340名）あった。この答えの結果として保健体育科目を自由選択とし  

た充らば履習する意志のある学生はわずか229珍と三割托も滞たザ，わから孜い  

とあい・まい夜答え方をした学生数を加えると何んと86．．7留とほとんど大多数の学  

生は履習する意志の夜いことを示している。以上の様陀教育を全とうする中にか漬  

てその「翼をかす・体育把対サる学生のこの梯孜意識の低さの中托あっては大学保健  

体育を正課必修単位としてカリキュラムの中に位置づけてみくことは妥当性のある  

所である。  

次把0の項目把ついて考えてみる。0は．中教審の指向する所の課外体育活動の充実  
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と言ったことに該当するが，もし，大学保健体育が正課の科目から列琶れ，各種遊  

動クラブへの参加忙よってこれにふ少かえると言った指針把同意した学生は：全体の  

54留（18名／331名）と非常に極少である。これは体育管理的夜言葉で表現  

すればクラブ。・少…ビスと言わゆるC。S階酔＼の参加であるがこれは非常把穿技的夜スポーツを  

行宏うこと搾主眼がおかれ，言わゆる身体が剛健で，連動の素質にめぐまれた者の  

みが参加．情動出来る場夜のである。よってこのC。Sは一部学生のものであって  

一般学生のものではない。このため一腰学生の課外体育活動の場として，B，把施  

設用具を借出し，学生の自主性にtまかせた体育活動と言った間が設定されてかカ  

これは中教審答申搾よれば指導センタ・－論に該当するが，これに同意した学生は  

17．5多とeの回答数よ力も多い。然しa，bの項の回答数と比べれば非常搾少孜  

いと言える。B㈲紘放、体育管理的夜宮菜で表現すればエリア。サーゼス（A  

S，）プログラム。サー・ビス（P。S。）と浸るが，P。S，A。S・への参加は  

学生個々の運動への参加の積極性が遷賓宏ポイントで，現在の様な運動（身体の）  

把対する意識の低さの中托あってはとても成果のあがるものでは孜い。以上学生の  

現在の大学保健体育の声よカ保健体育正課必修の必要性を述べた。  

江 大学保健体育の将来の展望   

今日大学保健体育が正森必修の場を失なわんとしていることは，戦後20数年問   

に渡って孜されて来た大学備健体育が顕著たる教育成果を提示し得宏かったことに  

起因するという考え方は当を得てるかも知れ充レ㍉ これは施設用具の貧弱・さ陀よる  

条件的改もの搾よるのか，あるいは体育の教育方法搾欠陥があったのかどうかば明   

らかぞない。よヶて不節では二現行の正課体育の現状を分析，反省し凌がら大学保健  

体育の将来の展望搾つぃて考えてみたい。  

（1）カリキュラム  

現行の大学保健体育は，入学時よカニ年間に渡って履習する方法がとられてい   

る。す宏わち一年次とこ年次の二年間に限定して履習する履習方法である。体育   

教育本来の姿からすれば，人間の身体は日々変化して行くもので，又一月たカと   

もその活動を停止するものでは夜h。従がうて身体の機能を高め，しかも維持し   

て行くためには常把身体K対して刺数を与え，身体の戦後hを最良に保つペきで   

ある。この身体への刺激とはすなわち運動を行左うことである。よって身体運動  
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は生まれて死ぬ・までの－－・生涯間断夜く絆続するものであって，大学生活四年間に  

渡って保健体育を施されるべきである。叉カリキュラムの内容を各学年毎紅綬某  

日的を定めて実施するべきである。このことについて具体的陀述べるをらば，一  

年次に某八（ては，未だ完成されていない身体の発育を促進させると同時把受験期  

にお・いて失なわれた体力の回復，促進をう凌がすために基礎的運動稽日を中心と  

したカリキュラム内容が計画されるべきである。二年次に射いては一年次拓かけ  

る学習効果の充実と，理論による身体活動の裏付とによって，身体情動の実践と  

理論を理解させるべきである。三年次，四年次把卦いては，－・，ニ年次把学習し  

た事を基礎托して，自由選択制の上把野外活動（スキー登山，キャンプ等）を  

中心とした種目（レクリェション的スポ・－ツ種目）を実施して行くのが好ましい。  

ほ）施設，用具陀ついて  

戦後20数年間に渡る大学保健体育の顕著たる効果をあげることの出来浸かっ   

た⊥原因として，大学保健体育を実施サる要件としての体育施設，あ・よび器具の   

貧困さがあげられよう。本学学生の一－・般体育の施設用具に関するアンケート結果   

把おぺ（て次の様夜回答を示している。   

（a）体育施設Ⅵついて  

① 十分である。・。‥。 1．89あ（6名／338名）  

㊥ まあまあである。・。。…216珍 （72名／338名）  

④ 不十分である。。・…749帝（253名／338名）  

④ わかトない。。…。219あ（7名／338名）  

（d）体育用具搾つレゞて   

① 十分である。・。。。。27多（9名／339名）   

㊤、まぁまあである。。。・・。27．4≪72名／339名）   

④ 不十分である。・。。・。746喀 （232名／339名）   

＠ わから安い。…・。115喀（5名／339名）   

以上の通ゎ体育施設，用具共7剖以上の学生がその不十分さを訴えでいる0 こ  

の間題は，体育に関する予算措置の立遅れによるものであることは明白で，当局  

はもっと体育関係に対する予算措置を考慮し体育施設お・・よび用具の整備拡充を引  

－3‘l－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



るべきである。  

（3）課外体育活動佗十レゝて  

本来大学搾封ける課外体育情動はi白からの強ぃ運働欲求でもって，同じ室数種   

目をし好する者が集って，学生自身の自主的活動でよって道営して行くものであ   

る〇正課体育と課外体育活動との関係は，正課体育搾料いてつちかわれた運動欲   

求のたかま少が発展して課外体育情動に移って行くのである。す孜わノち課外体育   

活動は正課体育の基盤の上に立っものである。（図－【参照）  

図－1  

将来課外体育括勒に大きな力を注ぐべき個所は全学生に対サるエリアサービ   

ス（A。S）．プログラムサービス（P・S）の充実をはかれ一部学生すな   

わちクラブ，サ・叫ビス階層のみでなく・サ般学生も積極的に自主的身体精勤が行   

食われる様な軸儲定してやることである。  

その一例として，体育用具の借し出しと，体育施設があいていれば随時使用   

可能夜状態にしてやることである。この考え方はけして中教審構想把よる所の   

スポーツセンタ・－を指向しているものでは孜レ㍉  

（4）保健体育の研究教育体制について  

現在他の－・般教育科目と同様保健体育科冒も教官定員の少宏さと助演・の貧   

弱性によクマンモス化した授業形体をとり，きめ細かを授業体制が確立されて   

おらない。これは教育条件の整備拡充に期待サる所である。昨今一叔教育の形   

ガイ化といった批判がたかまって来ているが，保健体育もその類をのがれ充い。   

保健体育が近代化科学としでその著しい親展をみせたのは戦後新制大学に保健   

体育科自が採り入れゎれてか行である。その結果他の諸科学と船側的  
－35－   
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忙非常拡大き充立遅れをし知る，このため体鯛門分野7）みの研究に主として精力が注が  

れ，専門教育と一般教育の有機的なつなが少を置きざ少托する傾向があったこと  

は事実で，床く反省し浸ければ夜卜発い。今後はもっと保健体育の科学性を高め  

るために，巾広い範囲に渡って適応すべき研究教育体制を確立すべきである○  

おわ 少 に  

大学保健体育の必要性，かよび将来の展望について，血面的夜見方で象ったか  

も知れないが，その意見を述べてみた。この小論文よって，少しでも大学保健体  

育の理解を狭めて頂ければ幸いとするところである0   
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